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札幌市障がい福祉計画（第６期）・札幌市障がい児福祉計画（第２期）概要 

１ 策定の趣旨・計画の位置づけ・計画期間 

１.策定の趣旨 
障がい福祉計画（第５期）及び障がい児福祉計画（第１期）の計画期間が

令和２年度末をもって終了するため、新たな計画を策定します。 

２.位置づけ（法令根拠／他計画との関連） 
〇障害者総合支援法(第 87 条第１項)及び児童福祉法（第 33 条の 19 第 1 項）
に基づく「市町村障害（児）福祉計画」にあたります。 

〇国が定めた「障害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確
保するための基本的な指針（令和２年厚生労働省告示第 213 号）」（以下
「国の基本指針」という。）に即して、札幌市の障がい福祉サービス及び
障害児通所支援等に係る提供体制の確保等を総合的かつ計画的に進める
ための計画です。 

〇「障がい者計画注 1」とともに「さっぽろ障がい者プラン 2018 注 2」（以下
「プラン」という。）を構成しています。【図 1】 

３.計画期間 令和３～５年度(2021～2023 年度)

注１：障害者基本法に基づく「市町村障害者計画」。札幌 
市の障がい者に関する基本的な施策を定める。 

注２：まちづくり戦略ビジョンを上位計画とする障がい 
福祉施策に関する部門別計画。国・北海道・札幌市が 
定める関連計画と整合が図られている。【図 2】 
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２ 障がいのある方の現状 

１．統計データ

■手帳所持者数
2013→2019 年度で約 11,000 人 

（９％）増加。身体障がいは横ばい、 
知的・精神障がいは増加傾向。 
特に精神障がいは 2013 年度から 
６年間で 35％増。 

■難病患者数（特定医療費（指定難病）受給者証所持者数） 
障がい福祉サービス等の利用対象は 361 疾病（2020 年 4 月時点） 
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■障がい福祉サービス等利用者数（延べ人数） 
2013→2018 年度：約 21,000 人（約 81％）増加。 

■障がい福祉サービス等給付費など 
2013→2018 年度：約 248 億円（約 48％）増加。 
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■障がい福祉サービスの満足度について
障がい福祉サービスの量・内容いずれも、「（おおむね）満足している」と

感じる人の割合が、障がい者・障がい児調査ともに、前回調査（2016 年）
よりも増えています。一方で、内容について、「（あまり）満足していない」
の割合も増えています。

障がい者調査 障がい児調査 

サ
ー
ビ
ス
の
量

2016 年調査        2019 年調査  2016 年調査        2019 年調査  

サ
ー
ビ
ス
の
内
容

2016 年調査        2019 年調査  2016 年調査        2019 年調査  

※2016 年調査は、それぞれ難病を含みません。

■市民理解について
市民理解について、「あまりそう思わない」「まったく思わない」の割合が

「深まっている」「まあまあ深まっている」よりも上回る傾向は、前回調査
と変わりがありません。 
一方で、「（まあまあ）深まっている」と感じる人の割合が、障がい者・障

がい児調査ともに、前回調査（2016 年）よりも増えています。（障がい者：
26.6％➡27.9％、障がい児：14.3％➡18.2％） 
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２．令和元年度札幌市障がい福祉施策に係る障がい児者実態等調査結果
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■共生社会の実現に向けて必要な施策
障がい者・障がい児調査、市民・企業意識調査のいずれの調査において

も、ソフト（心）・ハード（建築物・交通）両面のバリアフリー化や、就労
機会・障がい福祉サービスの充実が求められています。 
また、当事者団体へのグループヒアリングの中でも同様の声が寄せられて

いるところです。 

アンケート結果「共生社会の実現のために必要な施策」

障がい者 障がい児 市民 企業 
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３ 計画改定のポイント 

〇プランに掲げる基本理念注３を踏まえ、本計画の成果目標を設定します。 
注３：障がいのある人もない人も、その命の尊厳が当然に保障され、市民誰もが 

    互いに人格と個性を尊重し支え合う共生社会の実現 
〇札幌市の実情を踏まえた障がい福祉サービス等の見込量に基づき、サービ 
スの提供体制確保を図ります。 

２．国の施策等を反映

４ 章の構成 

第１章 計画の策定 

第２章 札幌市の現状 

第３章 計画の体系 

第４章 計画の推進体制 

・策定の趣旨 
・計画の位置づけ、計画期間 

・障がいのある方の現状（統計・調査結果） 
・共生社会のイメージ 

・計画の基本理念、計画目標 
・成果目標、サービス見込量（活動指標） 

・点検、評価の実施（PDCA サイクル） 

第５章 資料編 ・用語集 
・計画策定の経過 

１．プランの更なる推進

〇プランとの整合性を図りながら国の基本指針に即した見直しを行います。 

～最近の施策の主な動き～
・障害者文化芸術推進法の施行（2018 年） 
・読書バリアフリー法の施行（2019 年） 
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本計画は、さっぽろ障がい者プラン 2018 を構成する計画です。今回の改
定により、引き続き、プランに掲げる基本理念及び計画目標の推進を目指し
ます。また、国の基本指針で示された新たな考え方も取り入れ、本計画の成
果目標や活動指標に反映させていきます。 

■基本理念 
障がいのある人もない人も、その命の尊厳が当然に保障され、市民誰もが

互いに人格と個性を尊重し支え合う共生社会の実現 

■計画目標
 １ 地域社会の障がいのある人に対する理解促進 
 ２ 障がいのある人の自己決定の尊重と意思決定の支援 
 ３ 施設、病院から地域への移行推進と地域生活を支えるためのサービス 

提供基盤の一層の充実 
 ４ 市民、事業者、行政などの連携強化による地域の福祉力の向上 
 ５ 障がいのある子どもへの支援 
 ６ 障がいを理由とする差別の解消 

１．計画の基本理念・計画目標

５ 第３章 計画の体系（案） 
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■（参考）障がい者計画の分野 

横断的分野：札幌市が取組をするときに、常に意識するべき分野です。 
施策分野：障がいのある人の生活の場面ごとの分野です。 

障がい等への理解促進

生活環境の整備

情報アクセシビリティの向上・意思疎通支援の充実

障がいを理由とする差別の解消・権利擁護

横
断
的
分
野

暮らしの支援 雇用・就労の促進
施
策
分
野

安全・安心の実現療育・教育の充実

保健・医療の推進 スポーツ・文化等の振興
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■設定の考え方 
現行計画で掲げている成果目標について、国の基本指針や地域の実情を

踏まえ、継続して取り組む必要がある目標は引き続き設定するほか、将来
にわたり安定的なサービス提供が重要との国の考え方に基づき、新たな目
標を追加します。 

■成果目標（案） 

１．入所施設の入所者の地域生活への移行【継続】 
   ●施設入所者の地域生活への移行 
   ●施設入所者数の減少

３．福祉施設から一般就労への移行【継続】 
   ●福祉施設から一般就労への移行者数 
   ●就労移行支援事業等の利用者数 
   ●就労定着支援事業所の就労定着率の割合

４．医療的ケア児等に関するコーディネート機能の構築【拡充】

５．障がい福祉サービス等の質の向上を図るための取組の推進【新規】

６．障がいのある人に対する理解促進【継続】 
   ●障がいのある人にとって地域で暮らしやすいまちであると思う

障がいのある人の割合 
   ●障がいのある子どもにとって地域で暮らしやすいまちであると 

思う保護者の割合

２．地域生活支援拠点等の整備及び機能の充実【拡充】

２．成果目標・サービス見込量（活動指標）
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■国の基本指針によるサービス見込量（活動指標）の例※

Ａ．訪問系サービス量の見込み（居宅介護、重度訪問介護など）

Ｂ．日中活動系サービス量の見込み（生活介護、就労移行支援など）

Ｃ．居住系サービス量の見込み（共同生活援助、施設入所支援など）

Ｄ．相談支援サービス量の見込み（計画相談支援、地域移行支援など）

Ｅ．障がい児支援サービス量の見込み 
（児童発達支援、放課後等デイサービスなど）

Ｆ．発達障がい者支援 
（発達障がい者支援センターによる相談支援など）

Ｇ．精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 
（保健、医療及び福祉関係者による協議の場の開催回数など）

Ｈ．相談支援体制の充実・強化のための取組 
（総合的・専門的な相談支援など） 

Ｉ．障がい福祉サービスの質を向上させるための取組 
（障がい福祉サービス等に係る各種研修の活用など）

Ｊ．地域生活支援事業のサービス量の見込み 
（日常生活用具給付事業など）
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６ 今後のスケジュール（予定）

【7 月末～8 月上旬】    第３回検討部会（素案検討）

【８月下旬】        第４回検討部会（素案策定） 

【９月】    障がい者施策推進審議会（審議）・庁内検討 

【12 月下旬～１月中旬】 パブリックコメント 

【12 月】         議会報告 

【３月】         計画の策定・公表 


